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終結・継続中

里親が体調不良のため、本日の予定をキャンセルしたいとか

な－ちぇに連絡があった際、こども相談センターや実習中の

施設には確認を取ったが、里親支援専門相談員は定期訪問予

定月の確認のみで終えていた。しかし、登録前研修の体験談

のため訪問する予定が入っており、里親宅へ訪問してしま

い、情報共有がなかったことについて苦言を呈される。

里親支援専門相談員

6月7日 里親支援専門相談員
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受付日 申立人 内容 対応・改善策

終結・継続中

年度末に開催された近畿地区児家セン研修会で使用したWi-Fi

のレンタル代の領収書を送れていなかった。

近畿地区児家セン

会計担当

連絡をいただき、すぐに謝罪とメールを送信し

た。
4/4(木） 終結・継続中

4月24日
書面での確認で終えず、里親支援関係者全員へ

直接連絡をとり、確認を実施する。

相談員の言葉遣い（「うん、うん」と相槌をうつこと）につい

て、「言葉遣いが失礼じゃありませんか」とご指摘を受ける。

すぐに謝罪をし、その後は「はい」と相槌をう

つように気を付け、最後に再度謝罪をお伝えさ

せていただく。
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6 近隣住民

AM10時過ぎから玄関先で職員1名が付き添いの元、幼児2名

がビニールプールで遊んでいると、こどもの声が煩いと警察

に通報が入り、警官が来られる。

8月2日

7月12日 SS問い合わせの方

6月12日 電話相談の方 終結・継続中
相談員は話を聞くだけで何もアドバイスをくれないと言わ

れ、謝罪する。

その後も継続してかけてこられている。電話で

あるがカウンセリングを受けるため心理士を希

望されているため、心理士以外の職員が対応す

ると話さず心理士の出勤時間を確認してかけな

おされる。

終結・継続中
前日に問い合わせを頂いたSSの事業所の方から、預かれない事

への苦情として、再度入電があった。

担当職員から大阪市へ確認作業をしたうえでの

返答であることを伝え、納得して頂く。

近隣の方に謝罪し、以後気を付ける旨を伝え

た。
終結・継続中
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8月7日 電話相談の方 その都度丁寧に伝え、謝罪をする。

間違い電話を

かけてしまった方

別人方から間違い電話であるとご指摘を受け、

連絡のお礼と謝罪をする。
8月18日

西区役所10月9日

終結・継続中

最近毎日相談電話をかけて来られる方から、話し中だった

り、別件対応中でなかなか繋がらなかったことで怒っておら

れる。

終結・継続中
『保育所選びお助け講座』に申し込まれていた方の電話番号を

間違えて記録に残していた。

終結・継続中SSの問い合わせ後の連絡が遅いと苦情あり

『〇〇ナガ』さんと『〇〇ナカ』さんがおられ

ることが判明し、お二人ともSSの問い合わせで

あったため、児家センとしては連絡済みで処理

をしていたので、謝罪をする。
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11月2日 終結・継続中

里親相談会で済藤美術館を借りたあと、シャッターを閉める際

に支柱の前後を意識しておらず、誤って逆向きに取り付けてい

た。その後、管理者から危ないため気をつけてほしいと連絡を

もらう。

管理者への謝罪と共に、支柱の向きについて職

員間で共有し、取り付ける職員だけでなく、そ

の他の職員も意識し、確認を行う。

済藤美術館

1月7日 電話相談者

2月12日 相談者 対応を統一することを職員間で共有した。

「自分の担当者を変えて欲しい」やその他児家センの対応に対

しての苦情を話される。

SS利用希望の保護者
　10/12利用希望の受電があった連絡を今日受け取り、保護者

よりクレームがある。
10月12日 終結・継続中

社内のの報連相が上手くいかずに、謝罪をす

る。

終結・継続中
留守番電話の解除が１０分遅れてしまい、相談者より指摘を

受けた。
謝罪の後受電する。

終結・継続中
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2歳男児・小2男児母

（リピーター）
3月27日 終結・継続中

「2歳男児を小学生兄に自宅で見させ窓口へ相談に来た」と思

い込んでいた窓口職員が「対応が虐待にあたる」などと申立

人へ伝えたこと、窓口ではなく自転車置き場での会話であり

周りの人に聞かれる場所であったという内容で苦情を訴えに

来る。

翌日に利用者が来所され話し合う。思い込みと

場所を考えず発した言葉で利用者の心を深く苦

しめたことを謝罪する。長年相談にのっていた

利用者であり、甘えと傲慢さが身についていた

ことに改めて反省する。
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